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10
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
10
月
23
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

雷神　渡辺　蕭葉　紙面の余白が生
きている。墨色が美しく老練な用
筆は温和な雰囲気を醸し出し、心
が和み疲れのない作品である。
	 （審査評　二宮　桂秀）

【かな半紙】

神子　吉田　紅夢　字形・線質・墨の潤渇・線の
太細など原帖をよく捉えている。特に三行目の
豊かな墨量と行の流れで全体の白を纏め、美し
い作品になった。	 （審査評　岩浪　春鳥）

【漢字半紙】

こま　植田　明子　「潑墨淋漓」十分
に墨を含ませ大胆かつ自由奔放。
余白明るく全体のバランスも絶妙
で特に「熱」に熟達を見る。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
き
し
　
根
来
　
佐
枝
子
　
紙
墨
相
和
し
、
余
白
が
き
い
て
明
る
く
上
品
な
作
。
細
字
と
大
字
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

字
さ
れ
、
詩
文
に
あ
る
よ
う
に
夕
暮
れ
の
風
が
吹
き
と
お
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
︵
審
査
評

　東
仲

　遙
邨
︶

【かな条幅】
書
学
　
原
地
　
桃
香

　墨
色
の
変
化
が
美
し
く
、
多
彩
な
線
を
操
る
。
二
行
目
上
部
の
伸
び
や
か
な
渇
筆
と

深
く
沈
む
線
の
豊
か
な
表
現
が
魅
力
の
作
。	

	

︵
審
査
評

　川
島

　史
子
︶

【漢字条幅】
松
　
角
田
　
茅
水

　静
か
な
行
の
揺
れ
を
見
せ
な
が
ら
、
穏
や
か
な
墨
色
と
、
鍛
え
ら
れ
た
線
条
で
明
る
く

ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
一
幅
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品漢 字 条 幅

　
　
水
藍
　  

池
田
　
宇
鸞

　
　
平
泉
　  

千
葉
　
方
彩

　
　
プ
ラ
　  

高
橋
久
美
子

　
　
に
じ
　  

尾
髙
早
帆
子

　
　
水
茎
　  

辰
巳
　
望
雲

　
　
茎
崎
　  

中
村
み
ど
り

　
　
書
学
　  

小
島
　
黄
雪

　
　
水
茎
　  

大
井
以
知
子

　
　
景
水
　  

清
水
　
景
苑

　
　
秋
田
　  
伊
藤
　
悠
佳

　
　
書
学
　  

小
形
久
美
子

　
　
洗
心
　  

村
松
　
永
好

　
　
五
香
　  

大
友
　
　
恵

　
　
新
潟
　  

坂
井
　
光
華

　
　
書
学
　  

葊
本
　
萌
香

　
　
書
学
　  

竹
中
　
奈
和

　
　
梧
星
　  

和
泉
田
生
華

　
　
梧
星
　  

岡
本
　
恵
泉

　
　
浜
　  

富
川
　
紗
知

　
　
大
井
　  
吉
田
　
昌
美

　
　
松
原
　  

矢
野
　
　
瞳
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今月の優秀作品 か な 条 幅

　
　
東
京
　  

高
木
　
令
子

　
　
こ
ず
　  

村
岡
　
初
江

　
　
欣
書
　  

民
部
田
鳳
春

　
　
未
来
　  

大
内
　
笙
苑

　
　
野
沢
　  

高
柳
美
佐
江

　
　
水
茎
　  

大
井
以
知
子

　
　
書
学
　  

伊
藤
　
律
子

　
　
紺
青
　  

下
澤
　
克
子

　
　
永
岳
　  

迫
本
　
淳
子

　
　
玉
弥
　  

玉
置
や
よ
い

　
　
交
墨
　  

綾
部
　
白
珪

　
　
書
学
　  

奥
山
多
嘉
子

　
　
書
学
　  

佐
藤
　
友
里

　
　
青
梅
　  

小
出
　
昭
子

　
　
湘
北
　  

清
野
久
美
子

　
　
書
学
　  

加
藤
　
潤
子

　
　
書
学
　  

鈴
木
　
茂
美

　
　
永
岳
　  

新
井
ツ
ヤ
子

　
　
書
学
　  

金
澤
　
麻
衣

　
　
書
学
　  

野
澤
貴
代
子

　
　
清
和
　  

武
石
有
希
子
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今月の優秀作品新 和 様 条 幅

　
　
書
学
　  

指
田
　
敦
子

　
　
仙
水
　  

天
艸
久
美
子

　
　
船
橋
　  

大
津
　
素
光

　
　
洗
心
　  

瀧
本
　
篁
苑

　
　
書
学
　  

中
島
　
翠
香

　
　
書
学
　  

川
瀬
　
英
之

　
　
水
茎
　  

半
田
　
喜
子

　
　
書
学
　  

三
谷
　
武
久

　
　
青
葉
　  

向
井
い
く
子

　
　
書
学
　  
吉
原
　
典
子

　
　
書
学
　  

柴
山
　
千
恵

　
　
泉
汀
　  

本
山
　
由
美

　
　
大
楠
　  

三
瓶
　
道
代

　
　
書
学
　  

佐
藤
　
直
子

　
　
書
学
　  

藤
村
あ
ゆ
み

　
　
水
茎
　  

木
脇
　
美
香

　
　
書
学
　  

佐
野
　
和
代

　
　
書
学
　  

宗
像
　
陽
子

　
　
祥
風
　  

東
出
　
彩
佳

　
　
ゆ
め
　  
馬
場
さ
お
り

　
　
野
中
　  

稲
葉
　
青
風
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今月の優秀作品 実 用 書
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今月の優秀作品細 字

紫泉　  中村　紫泉

玉川　  山田　恒子

書学　  北江　恵子

大森　  谷　　拓弥

書学　  髙井起久子

書学　  棚田　恵子

書学　  伊澤　佳那

光丘　  上平田一代

書学　  増田　玲子
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今月の優秀作品 篆 刻・ 一 字 書 審査評

随
意	

（
け
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
煙
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

規
定	

「
寄
雙
魚
」

随
意
「
楽
此
不
疲
」

書
学
　
藤
井
　
顕
子

　紙
面
を
圧
倒
す
る
大
胆

な
構
成
で
、
筆
を
ね
じ
り
込
む
よ
う
な
深
い

線
と
骨
力
の
あ
る
縦
画
が
見
事
。
押
印
の
大

き
さ
と
位
置
に
一
考
を
。

大
畑
　
大
畑
　
蒼
極

　「け
」
の
字
源
「
計
」

の
偏
を
意
識
し
た
一
画
目
の
力
強
さ
と
旁
の

自
然
な
傾
き
が
響
き
合
い
、
押
印
に
よ
っ
て

安
定
感
を
得
た
。

き
し
　
中
　
　
守
楽

　直
線
を
生
か
し
て「
計
」

の
草
体
を
表
現
。
二
本
の
縦
画
に
潤
渇
の
変

化
あ
り
、
筆
の
開
閉
に
よ
る
滑
ら
か
な
動
き

が
余
韻
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

神
子
　
吉
田
　
紅
夢

　穏
や
か
な
運
筆
で
引
き

締
ま
っ
た
字
形
を
表
現
し
、滋
味
溢
れ
る
最
終

画
に
風
情
を
感
じ
る
。押
印
に
よ
り
左
下
の
余

白
が
さ
ら
に
生
き
た
。

広
島
　
好
田
　
萩
水

　「烟
」
の
草
書
体
の
旁

を
低
く
し
た
構
成
で
、
右
上
の
余
白
が
生
き

る
。
渇
筆
の
書
線
に
骨
力
が
あ
り
、
筆
鋒
の

動
き
が
冴
え
る
。

書
学
　
豊
田
　
九
華

　煙
の
異
体
字
「
烟
」
の

草
書
体
を
流
動
感
溢
れ
る
筆
致
で
表
現
。
墨

色
よ
く
暢
び
て
筆
の
軌
跡
の
滑
ら
か
さ
に
深

い
味
わ
い
を
感
じ
る
。

書
学
　
藤
森
　
泰
明

　偏
と
旁
の
疎
密
に
よ
り
、

明
暗
の
変
化
と
立
体
感
が
表
現
さ
れ
た
。
控

え
目
な
押
印
が
、
作
品
に
品
致
を
添
え
た
。

水
茎
　
青
戸
佑
き
こ

　運
筆
の
遅
速
緩
急
に
よ

り
、
草
書
の
筆
脈
の
流
れ
を
表
現
し
た
躍
動

感
あ
る
作
品
。
押
印
の
大
き
さ
と
押
し
方
に

ご
留
意
を
。

水
茎 

山
下
　
啓
子

字
法
・
章
法
が
上
手
く
、印
全
体

に
伸
び
や
か
さ
と
明
る
さ
が
あ

る
。「
楽
」字
上
の
外
郭
は
細
か
く

欠
か
し
過
ぎ
た
か
。

書
学 

和
泉
　
　
詩

篆
書
の
左
右
相
称
、
分
間
布
白

と
い
う
基
本
を
踏
ま
え
た
字
法

で
外
連
味
の
な
い
作
。
落
款
も

上
手
い
。

大
森 

谷
　
　
拓
弥

疎
画
の
字
を
細
朱
、
繁
画
の
字

を
満
白
に
し
て
模
範
的
な
朱
白

相
間
印
と
な
っ
た
。

書
学 

金
丸
　
洋
輔

線
質
が
強
く
、
潤
渇
も
あ
り
味

わ
い
深
い
作
。
外
郭
も
四
辺
そ

れ
ぞ
れ
変
化
表
情
が
あ
っ
て
可
。
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。


